
石橋孝夫  Takao Ishibashi
専門分野は考古学と石狩史。石狩紅
葉山49号遺跡の発掘を手がけたほ
か、縄文時代から江戸時代に至るサケ
漁の方法や文化について研究する。
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厚
田
区
望
来
と
嶺
泊
の
集
落
間
に
あ
る「
カ
シ
オ
ペ

ア
の
丘
」（
望
来
嶺
泊
駐
車
場
・
写
真
）で
は
、星
が
き
れ

い
に
見
え
ま
す
。「
カ
シ
オ
ペ
ア
座
」は
秋
の
星
座
で
、か

つ
て
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、こ
の
星
座
を「
ヤ
ー
シ
ャ（
網
）ノ

カ（
形
）ノ
チ
ュ
ウ（
星
座
）」と
呼
び
ま
し
た
。つ
ま
り
、こ

の
星
座
は
丸
木
舟
を
使
っ
た
サ
ケ
漁
の
形
を
し
て
い
る

と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
漁
は
丸
木
舟
2
そ
う
の
後
部
に
網
を
張
り
、上
っ

て
く
る
サ
ケ
を
捕
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
星
の
配
列
が

「
W
」の
よ
う
な
形
で
、外
側
の
2
個
ず
つ
の
星
を
丸
木

舟
と
こ
ぎ
手
と
網
の
持
ち
手
、中
の一つ
を
網
と
見
立
て

た
よ
う
で
す（
図
１
）。

　

ま
た
、冬
の
星
座
の「
お
う
し
座
」も
サ
ケ
漁
の
星
座

で
す
。こ
の
星
座
は
牛
の
上
半
身
の

形
で
す
が
、鼻
か
ら
目
の
部
分
に
V

字
形
に
見
え
る
星
「々
ヒ
ア
デ
ス
星

団
」が
あ
り
ま
す（
図
2
）。こ
の
部

分
を
ア
イ
ヌ
の
人
々
は「
ウ
ラ
イ（
や

な
漁
）ノ
チ
ュ
ウ（
星
座
）」と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。「
ウ
ラ
イ（
や
な
漁
）」と
は

杭
や
石
で
V
字
形
の
魚
道
を
作
り
、

先
端
に
捕
獲
具
を
置
き
サ
ケ
を
捕

ま
え
る
漁
の
こ
と
で
す
。赤
く
輝
く

大
き
な
星「
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
」は
、サ
ケ

の
横
取
り
を
見
張
る
カ
ム
イ（
神
）と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
川
で
の
サ
ケ
漁
は
、明
治
初
期
に
は

開
拓
使
に
よ
り
大
河
川
の
河
口
部
で
の
網
漁
を

除
い
て
禁
止
さ
れ
、1
0
0
年
前
ご
ろ
に
は
完

全
に
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
発
寒
川
流
域
を

開
拓
に
入
っ
た
こ
ろ
は
、川
に
ウ
ラ
イ
漁
の
杭
が

ま
だ
残
っ
て
い
て
、開
拓
者
は
抜
い
て
鍬
の
柄
に

し
た
」と
い
う
話
を
昭
和
60
年
ご
ろ
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　

          

（
石
橋
孝
夫
）
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カシオペアの丘から望む星空
（地域おこし協力隊 飯塚諒撮影）

図1 カシオペア座

図２ ヒアデス星団
※図1・2 出典：末岡外美夫著「アイヌの星」旭川叢書第12巻 1979年
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